
資
料
の
保
存
・
管
理
を
目
的
に
開
設

　
１
９
９
４
年
は
名
鉄
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
愛
知
馬
車
鉄
道
の
創
立
１
０
０
周
年

と
な
る
節
目
の
年
に
当
た
る
。
そ
の
数

年
前
に
実
施
さ
れ
た
社
内
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
の
結
果
か
ら
、
周
年
記
念
事
業
は

資
料
館
建
設
に
決
ま
っ
た
。

「
当
社
の
資
料
は
、
昭
和
30
年
代
に
社
史

編
纂
の
た
め
、
社
内
各
部
署
に
分
散
し
て
い

た
資
料
を
本
社
に
一
元
化
し
て
保
管
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
で
資

料
が
収
集
・
保
管
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
う
し

た
現
状
に
あ
っ
て
、
貴
重
な
資
料
を
体
系
的

に
保
存
・
管
理
し
て
有
効
に
活
用
し
よ
う

と
、
資
料
館
建
設
案
が
挙
が
っ
た
」
と
鉄
道

事
業
本
部
計
画
部
の
脇
本
裕
司
業
務
教
育
課

長
は
経
緯
を
語
る
。

名
鉄
資
料
館
は
、
基
本
的
に
資
料
を
整
理

し
て
保
存
・
管
理
す
る
こ
と
が
目
的
だ
が
、

名
鉄
教
習
所
の
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

従
業
員
の
教
育
に
お
い
て
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。
毎
年
４
、５
月
に
な
る
と
、
新
入
社
員
が

資
料
館
の
見
学
に
訪
れ
て
名
鉄
の
歴
史
を
勉

強
し
て
い
る
と
い
う
。名
鉄
の
関
係
者
で
な
く

と
も
、事
前
に
予
約
の
上
、
見
学
が
可
能
だ
。

来
館
者
は
年
間
２
０
０
０
人
、
う
ち
８
割

が
一
般
の
希
望
者
で
、
特
に
宣
伝
も
し
て
い

な
い
中
で
の
こ
の
比
率
は
、
鉄
道
の
歴
史
や

資
料
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

各
部
署
や
個
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
資
料

名
鉄
資
料
館
の
ベ
ー
ス
と
な
る
資
料
は
、

本
社
で
保
管
し
て
い
た
社
史
編
纂
資
料
だ

が
、
開
館
に
当
た
っ
て
は
グ
ル
ー
プ
企
業
を

含
め
各
所
に
資
料
提
供
を
呼
び
掛
け
た
。

「
社
史
編
纂
の
際
に
、
創
業
に
関
わ
っ
た

方
々
の
親
族
な
ど
か
ら
文
書
類
を
借
り
、
そ

の
返
却
に
当
た
っ
て
『
そ
の
ま
ま
保
管
し
て

ほ
し
い
』
と
言
わ
れ
た
も
の
も
、
資
料
館
に

移
設
し
た
。
乗
車
券
な
ど
は
、
山
の
よ
う
に

集
ま
っ
た
」（
脇
本
課
長
）
と
い
う
。

Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
、
個
人
で
所
有
し
て
い
た

貴
重
な
資
料
も
多
い
。
写
真
を
中
心
に
、
社

章
や
社
報
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
、

制
服
な
ど
。
中
に
は
戦
前
の
辞
令
や
給
与
が

記
さ
れ
た
書
類
な
ど
も
あ
り
、
名
鉄
を
支
え

て
き
た
多
く
の
社
員
の
素
顔
や
生
活
が
垣
間

見
え
、
そ
の
蓄
積
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

道
具
や
機
械
類
、
廃
線
に
な
っ
た
路
線
の

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
駅
名
標
や
行
先
表
示
な

ど
も
、
資
料
と
し
て
資
料
館
に
納
め
ら
れ
た
。

常
設
展
示
は
２
室
か
ら
な
り
、
第
1
展
示

室
に
は
、
名
鉄
１
２
４
年
の
歴
史
を
た
ど
る

乗
車
券
や
路
線
図
、『
愛
知
県
馬
車
鉄
道
の

敷
設
許
可
願
』
な
ど
、
主
に
文
書
類
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
鉄
道
沿
線
案
内
図
な

ど
約
１
６
０
０
点
の
鳥
瞰
図
を
描
い
た
吉
田

初
三
郎
の
作
品
や
、
１
９
６
１
年
に
登
場
し

た
パ
ノ
ラ
マ
カ
ー
の
先
頭
に
付
け
ら
れ
て
い
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1927（昭和 2）年に昭和天皇御召列
車を運行。「御召列車に関する達示」
や「御召列車運転記念メダル」、当
時のダイヤや社内報などが遺る。

出征する社員に贈られた「日の丸」。戦時
中のヒトコマ漫画なども展示されている。

第 1 展示室。明治時代からの資料や書類など貴重な品々がショーケースに展示
されている。

名古屋鉄道株式会社
鉄道事業本部 計画部　
業務教育課長兼教習所所長

脇本裕司
Hiroshi WAKIMOTO

名
鉄
資
料
館
は
名
古
屋
鉄
道
１
０
０
周
年

を
記
念
し
て
１
９
９
４
年
に
開
設
さ
れ

た
。
名
古
屋
鉄
道
に
関
す
る
貴
重
な
資
料

を
保
存
・
管
理
し
、
鉄
道
史
の
み
な
ら
ず

中
京
圏
の
産
業
史
も
俯
瞰
で
き
る
場
所
と

な
っ
て
い
る
。
企
業
博
物
館
で
は
あ
る

が
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
資

料
公
開
に
も
対
応
し
て
い
る
。

情
報
提
供
と
い
う
形
で
の
地
域
貢
献
に
つ

い
て
、
鉄
道
事
業
本
部
計
画
部
の
脇
本
裕

司
業
務
教
育
課
長
に
伺
っ
た
。

膨
大
な
資
料
で

中
京
圏
の
鉄
道
史
を
伝
え
る
。

民
鉄
文
化
の
伝
承
と
発
信

［
民
営
鉄
道
の
博
物
館
・
資
料
館
―
そ
の
使
命
と
役
割
―
］

●最寄り駅　名鉄広見線 日本ライン今渡駅（徒歩 25 分）
●開館時間　10：00 ～ 17：00
●休館日　土・日曜日、祝日・年末年始
●入館料　無料　※事前予約制

岐阜県可児市川合北 2-158

4

名
鉄
資
料
館

文
◉
茶
木
　
環
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀



た
エ
ン
ブ
レ
ム
な
ど
も
第
１
展
示
室
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。

第
２
展
示
室
に
は
、
土
木
・
車
両
・
電

気
・
運
転
な
ど
に
関
連
す
る
機
械
類
を
展

示
。
路
線
開
業
時
に
欧
米
か
ら
輸
入
し
て
い

た
レ
ー
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

閉
塞
機
、
旧
型
電
車
に
設
置
さ
れ
て
い
た
主

幹
制
御
器
や
往
年
の
列
車
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

展
示
点
数
は
合
計
で
１
５
０
０
点
ほ
ど
だ

が
、
収
集
点
数
は
非
常
に
多
く
、
現
時
点
で

整
理
が
終
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も

３
万
５
０
０
０
点
に
及
ぶ
と
い
う
。
資
料
館

職
員
が
、
そ
れ
ら
の
整
理
や
デ
ー
タ
化
を
進

め
て
い
る
。
古
い
書
類
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
す

る
デ
ー
タ
化
は
か
な
り
の
苦
労
を
伴
う
が
、

寄
贈
者
の
名
前
も
記
載
し
て
、
展
示
の
際
に

は
寄
贈
者
名
も
併
せ
て
明
示
し
て
い
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
資
料
を
保
存
・
管
理

す
る
名
鉄
資
料
館
の
も
う
一
つ
の
役
割
に
、

情
報
提
供
が
あ
る
。
社
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
名
鉄
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て

い
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
社
内
か
ら
は
「
記

念
乗
車
券
用
に
使
用
す
る
写
真
は
な
い
か
」。

外
部
か
ら
は
「
郷
土
資
料
館
で
開
催
す
る
鉄

道
展
に
写
真
や
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
の
要
望
が

届
く
。
こ
う
し
た
問
い
合
わ
せ
に
は
、
時
に

調
査
を
行
い
な
が
ら
資
料
を
提
供
し
、
丁
寧

な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

「
鉄
道
会
社
は
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

必
要
と
あ
れ
ば
き
ち
ん
と
し
た
情
報
を
提
供

す
る
。
そ
れ
が
名
鉄
資
料
館
が
担
う
地
域
貢

献
」
だ
と
脇
本
課
長
は
語
る
。

中
京
圏
の
産
業
の
歴
史
を
伝
え
る

名
鉄
の
歴
史
は
地
域
の
鉄
道
の
合
併
で
成

り
立
っ
て
い
る
。
１
９
３
５
年
に
愛
知
電
気

鉄
道
と
名
岐
鉄
道
が
合
併
、
そ
の
後
、
瀬
戸

電
気
鉄
道
・
竹
鼻
鉄
道
・
三
河
鉄
道
な
ど
、

愛
知
・
岐
阜
両
県
の
中
小
民
鉄
各
社
が
合
併

し
な
が
ら
、
現
在
の
名
鉄
の
長
大
な
路
線
網

が
構
築
さ
れ
て
き
た
。

「
現
在
の
お
客
さ
ま
の
中
に
は
名
鉄
の
歴

史
を
知
ら
ず
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
い

る
。
し
か
し
、
中
京
圏
に
は
古
く
か
ら
産
業

都
市
が
集
積
し
、
材
料
や
部
品
、
製
品
を
運

ぶ
こ
と
で
港
湾
や
鉄
道
が
整
備
さ
れ
、
発
達

し
て
き
た
。
つ
ま
り
中
京
圏
の
鉄
道
は
産
業

が
あ
っ
て
こ
そ
発
展
し
、
産
業
も
鉄
道
が

あ
っ
て
こ
そ
発
展
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
が

あ
る
」（
脇
本
課
長
）

基
本
的
に
は
大
き
く
展
示
を
変
え
る
こ
と

は
な
い
が
、
各
路
線
の
周
年
記
念
な
ど
に
は

特
別
展
を
開
催
し
て
い
る
。「
名
鉄
の
電
気

機
関
車
『
デ
キ
』
写
真
展
」「
伊
勢
湾
台
風

と
名
鉄
電
車
」「
犬
山
線
開
通
１
０
０
周
年

記
念
展
」
な
ど
年
に
1
、
２
回
ほ
ど
の
ペ
ー

ス
で
開
催
、
調
査
活
動
を
行
う
。

「
名
鉄
資
料
館
は
社
史
と
は
ま
た
別
の
意

味
の
生
き
た
資
料
や
情
報
を
所
有
し
て
い

る
。
今
後
も
資
料
を
収
集
し
、
維
持
管
理
し

て
、
地
域
に
役
立
て
る
資
料
館
で
あ
り
た

い
」
と
脇
本
課
長
は
今
後
に
つ
い
て
語
る
。

多
彩
な
資
料
の
数
々
が
語
る
名
鉄
の
歴
史

と
中
京
圏
の
鉄
道
史
と
産
業
史
。
膨
大
な
資

料
の
中
に
潜
在
す
る
歴
史
や
物
語
は
ま
だ
多

く
、
今
後
も
語
ら
れ
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。
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民鉄文化の伝承と発信
［民営鉄道の博物館・資料館―その使命と役割―］

法人名称：公益財団法人明治村
●最寄り駅	 名鉄犬山線 犬山駅（明治村行きバス終点）
●開村時間	 9：30 ～ 17：00（季節・イベントにより変動あり）
●休村日	 7/25 ～ 9/5 の毎週火曜日（8/14を除く）ほか（要確認）
●入村料	 小・中学生 600 円、高校生 1,000 円、大学生・
	 65 歳以上 1,300 円、大人 1,700 円

「博物館明治村」は、愛知県犬山市にあ
る野外博物館で、1965年に開村した。
明治時代を中心とした 60件を超える
歴史的建造物を移築・保存、うち 11
件は国の重要文化財に指定されている。
村内では、日本最古級の蒸気機関車・
路面電車の体験乗車が楽しめる。

愛知県犬山市字内山 1 番地

---名鉄のオープン・エア・ミュージアム ---

陸蒸気がいまも走る  博物館明治村

第 2 展示室。名鉄の歴史を物語る駅名標やヘッドマークなど鉄道用具機
器が所狭しと並べられている。

第 2 展示室のジオラマで
は、すでに引退した名鉄の
鉄道模型が走行する。

パノラマカーの先頭部に
付いていた行先種別表示
板。電動式、白帯特急車
の 2 種を展示している。

歴代の制服。女性の制服も展示されている。ＣＴＣ制御盤。平成元年まで小牧駅に設置されていた。上に展示されている
案内表示装置は、左が太田川駅、右が犬山駅に設置されていた。

明治・大正期から昭和 10 年代にかけての
乗車券。


